
浄土寺（尾道市）
　　正面の石段が参道で、その上に浄土寺の山門が見える 📹 video

https://youtu.be/Ti6OWWFgRSc




　　　　推古天皇24年（616年）、聖徳太子によって開かれたとされる/足利尊氏が九州平定や湊川の戦いの際、戦勝祈願をした寺としても有名/「本堂」、「多宝塔」は国宝



　　石段の途中に山陽本線の高架が横切っている



　　　　　山門が見えて来た



　　　　山門の向こうに本堂が見える 📹 video

https://youtu.be/E4VCTsmcmwU




山門は重要文化財/鎌倉時代の再建（室町時代前期・南北朝の頃とも・・・）





山門の左手



山門の右手



　　　登って来た石段を見下ろしたところ/前方には瀬戸内の海が・・・



　　尾道水道の入口を見下ろす



その左手/新尾道大橋が見える 📹 video

https://youtu.be/asZwMWF8kyg


　　さて、これが本堂/国宝/鎌倉時代後期、嘉暦2年（1327年）の再建 📹 video

https://youtu.be/dPrGEZeubkM


📹 video

https://youtu.be/K2DwRXuIuHo




日本古来の建築様式である和様を基調としながらも、鎌倉時代に宋から日本に伝来した禅宗様や大仏様を織り交ぜた、折衷様の仏堂 📹 video

https://youtu.be/sNyxExgF_So


　軒下の組物は出組で、中備は和様の間斗束の上に大仏様の双斗がのる/和様の長押ではなく貫で柱を固めている





　　　鎌倉時代特有の反りの強い屋根となっている



📹 video

https://youtu.be/qke3_A3nuM4


　　妻飾りは二重虹梁大瓶束



　　　向拝部分を見たところ





　　　　　　突き出た頭貫は大仏様の繰型が付いた木鼻となっている



桟唐戸が並ぶ



        軒下の組物は出組



　中備は和様の間斗束の上に大仏様の双斗がのる



　　　　　　桟唐戸の藁座





　　向拝部分を見たところ/前方に多宝塔が見える



向拝の手挟は上部が遊離（隙間が空いている）しており、施されている繰型の形式などから、極めて古式の様相とされ、現存最古のものと考えられているようだ



向拝の蟇股



　手挟の繰型を下から見たところ



　手挟の上部が遊離（隙間が空いている）しているのが見て取れる/縋破風に鼻隠しが取り付く



　　鼻隠しを裏から見たところ



内部は中世密教仏堂のセオリー通り、内陣と外陣の間を格子戸と菱欄間によって仕切っており、仏の空間と俗の空間を厳密に区別している



　　　菱欄間と中備の花肘木



　　外陣



　　　　天井は張らず、虹梁や垂木を見せている



　　本堂から見た多宝塔



　　　　　多宝塔/国宝/本堂より僅かに遅れた鎌倉時代後期、元徳元年（1329年）の再建 📹 video

https://youtu.be/QrQq6EoItU0




　　　　　石山寺や高野山金剛三昧院の多宝塔と並び、多宝塔を代表するものと云う



相輪の先端の宝珠、花輪も美しい



　現存する中世多宝塔の中で最大級の規模で、その形状は下層の幅が広く、軒は低く、上にのる漆喰の亀腹も巨大で安定感があると云う



　　　上層の組物は四手先で、尾垂木には繰型が施されており、尾垂木に絵様を付けるようになるのは近世以降の事であり、これはその先駆、最古例と云う



　　　複雑な四手先の組物を持つ多宝塔の上層部/尾垂木の繰型が見て取れる/また、尾垂木の上に邪鬼がのって隅木を支えている



　　　　尾垂木の上の邪鬼



　　重量感・安定感のある亀腹



　　　　外観は和様を主体に大仏様を取入れた新和様に近い意匠/下層軒下の木鼻や蟇股上に大仏様・禅宗様が採用されている



　　初重の組物は二手先/中備は蟇股/擬宝珠高欄を付した縁を巡らし、中央間板唐戸、脇間連子窓となっている 📹 video

https://youtu.be/m7AUwtjFyb0


　　鎌倉時代後期の特徴を見せる蟇股の上には、大仏様の双斗がのる



　軒支輪が丸桁へと立ち上がる



　　　　　木鼻は植物の文様をかたどった禅宗様





　　　　　　組物は二手先



　　　蟇股の上には、大仏様の双斗がのる/向かって右手の蟇股は牡丹や唐草に蝶の透かし彫りが施されている



　　中央の蟇股は蓮台にのった法輪☸の左右に、宝相華唐草を配した、彩色透かし彫りの蟇股



　　　　向かって左手の蟇股



　　本堂と多宝塔との間にある阿弥陀堂/重要文化財/南北朝時代、貞和元年（1345年）の再建







　　純粋な和様建築で、前面は蔀戸が連続している 📹 video

https://youtu.be/R2xfI3IlO7c


組物は出三斗、中備は花肘木 📹 video

https://youtu.be/p2P3yt3Lw_g


　　　　　少し時間が経ってから見ると、蔀戸が吊り上げられていて、内部が良く見えた 📹 video

https://youtu.be/YXVHT9g9-3E


　　吊り上げられた蔀戸を見たところ/側面は板唐戸と細かく横桟を入れた舞良戸となっている 📹 video

https://youtu.be/2fmVdeIvmaE


　　　　　　椅子が並べられているのは、尾道薪能を行うためのようだ



　さて、これは方丈（重要文化財/元禄3年（1690年）の建造）への入口の唐門/重要文化財/正徳2年（1712年）の建造



庫裏/重要文化財/享保4年（1719年）の建造/この右手に客殿（庫裏と同様）がある/この他、宝庫・裏門・露滴庵が重要文化財となっている



　　　　左手の宝篋印塔（貞和4年（1348年）の銘あり）と、右手の納経塔（石造宝塔/弘安元年（1278年）の銘あり）はともに重要文化財





宝篋印塔



　　納経塔（石造宝塔）




